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特蕊:会残挨拶

25周年によせて

愛知県自然観察指導員連絡協議会会長中西正

25年という期間は自然が変化するに十分な時間です。私の観察では、湿原では自然

状態でもその面積を半減させます。もちろん、開発などの人為が加われば消滅してし

まうでしょう。この期間になくなった湿原も多いことでしょう。この期間は、台風な

どの被害もかなりの程度回復させます。倉内一二先生の伊勢湾台風の追跡調査でその

様子が観察されています。25年は四半世紀です。単位が世紀で表現できるほどの期間

です。この間、私たちは自然観察指導員として県下の自然紹介をしてきました。その

初期には「自然観察会」そのものの説明がいりました。今では普通に通じるようにな

っています。私たちが「自然観察会」とその言葉を広めました。

私は本年、25周年で企画されたスタンプラリーに参加して、県下のあちこちに行き

ました。その結果、目的地が遠く感じる所も多く、愛知県の広さを実感しました。ま

たいろいろのタイプの自然があり、多くの人がそれらに関わっていることを見ました。

奥三河では棚田を見て、そこで採れたお米でつくったおにぎりをよばれました。知多

の海岸のおもしろさと脆弱性、西三河のカキツバタの人出の多さと管理の熱意、東三

河の湧水地と地形の妙に触れることができました。名古屋では都市の緑とそこの植生

管理の大変さを感じました。参加させていただいた観察会では、解説する指導員は皆

同じく、自然への愛情は深いようでした。しかし、その表現やニュアンスは微妙に異

なり、人間性の多様さも感じました。

私たちは住居の近くの、行きやすい所をフィールドとすることが多いことでしょう。

フィールドの自然はよく知っているために、それが自然の全てのように思ってしまい

がちです。今回のように県内のあちこちを見させてもらうと、そのことが間違ってい

ると感じます。自然は多様です。私たちは殻に閉じこもらず、広く自然を見る必要が

あるのではないでしょうか。今回、その機会を作ってくれた企画に感謝です。25周

年が終わった後も、広い目で自然を見る努力をして行きたいたいと思います。

本会が25周年を迎えた年に、県下では大量のインタープリターが生まれそうです。

中にはそれを職業にしようとさえしている人がいるとも聞きます。私たちは25年も

の長い間、地域の自然を観察しており、自然を見る深さには違いがあるはずです。私

たちはここを強調して、それらと差別化を図るべきではないでしょうか。ただ私たち

も井の中の蛙であってはいけないでしょう。やはり自然を広い目で見ることを忘れな

いようにしたいものです。そして、協議会が置かれている社会背景も考えていく必要

があると思います。

25周年を機会に謙虚で、しかし活気ある協議会にしたいものです。

●
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愛知県自然観察指導員連絡協議会のあゆみ
報告：佐藤国彦（名古屋支部）

愛知県自然観察指導員連絡協議会設立25周年にあたり、下記の通り活動経緯をまとめ報告しますも

1980.10愛知県第1回自然観察指導員識習会開催（於・鳳来町県民の森）

前年に側日本自然保護協会工藤父母道氏が愛知県自然保誰課を訪れ、講習会の共催を依頼し愛知

県がそれに応えて講習会が実現する。以後、講習会は1983年までは毎年、それ以降は2年に1回の

割合で開催されている。

1981愛知県自然観察指導員連絡協議会設立

会長大竹勝、事務局は愛知県自然保護課に置く。（会員約60名）

1982愛知県自然観察指導員連絡協議会内に7支部設立。

愛知県自然観察指導員連絡協議会の支部であるとともに、ひとつの団体としても活動できることと

された。各支部は以下の通り。

名古屋東・名古屋西・尾張・知多・西三河・東三河・奥三河

1982.8機関誌「協議会ニュース」創刊号発行b2号までは手書きの機関紙であった。

（2005.11現在通算103号）

1983愛知県からの受託観察会開始b

「自然観察指導基本方針」の制定（6/26総会で可決)。我々がどのような考えで自然観察指導に

のぞむかを定めた方針を制定6

1985規約を全面改定し、事務局体制を整える。（4/1施行）企画運営委員会・調査委員会・編集委員会を

置いて事業を行うこととなる。

愛知県からの受託「自然観察の手引き」作成開始（1985～1988年）

機関紙の印刷を12号から外注とする。

1988ブナ科樹木分布調査開始1km.メッシュの大がかりな調査で主として数年間実施し、報告書は

2005年発行b

l989愛知県より冊子「四季の自然観察」の作成受託開始1989年より1995年に春・夏・秋・冬を作成

1991.9設立10周年記念事業開催於名古屋市観光会飽①講演会「子どもと身近な自然」河合雅雄氏

②ミニ討論会③スケッチコンクール④展示⑤懇親会

1993愛知県から冊子「自然観察ガイド」の作成受託開始b(1993年～1995年）

19951995年前後より定例観察会が順次墹加し、定着化する。

側)東海財団からの受託「中部の湿原」作成。

1996愛知県から冊子「観察の手引き」の作成受託開始（1996年～1998年）

1997（財)東海財団からの受託「中部の山々 」NQlを作成No.2は2002年作成

1998事務所所在地の変誕（会の事務局は設立以来愛知県庁に置いていたが、県の意向により以後

事務局長宅を所在地とする。

2000.10設立20周年記念事業（於・愛知県産業貿易会館）「自然の楽しさを自然の大切さをみんなに」を

テーマに事業展開。①講演会「身近な自然を新たな視点で」高木典夫氏②分科会「私の自然観察」

「学校教育で」「自然保護」「環境教育」③観察会スタンプヲリー④懇親会

以後、各支部で20周年記念事業開催

2004.3規約改正をし、組織調整を行う。（3/22施行）

2005.10愛知県第15回自然観察指導員講習会（於・岡崎市桑谷山荘）

2005.11設立25周年記念事業（於・などやボランティア･NPOセンター）①講演会「自然のなかの危険と

どう向き合い、つきあうか｣②パネルディスカッション③展示④スタンプラリー⑤懇親会

◆現在の組織・会長中西正

・会員数約380名

・県内各地に名古屋・知多・尾張・東三河・西三河・奥三河の6支部

~P画一一LF 一

－3－



磯蕊蕊議饗驚灘蕊灘

■●『
里
Ｆ
Ｌ

歓迎会＆交流会
～ようこそ！愛知県自然観察指導員連絡協議会に～

愛知県自然観察指導員連絡協議会にこの秋、44名の新規加入がありました。本年10月に

愛知県岡崎市で行われた指導員講習会を受講後、側）日本自然保護協会に指導員登録をされ
たフッレッシュな面々ですも

歓迎会を下記の通り企画しましたので、新人のみなさん、また旧人（？）のみなさん、

ぜひお誘いの上、参加ください。

当日は「私が大切にしている自然のもの」をテーマに、なにか一品持参していただき、思

い出あるいは自然に対する想いを語りあいながらの交流を予定していますb和やかに、ざっ
くばらんに話し合いましょう。木の実・鳥の羽・漂着物などあなたの“とっておきのもの”

を紹介ください。誰が何を持参するか.・・・その視点の相違もおもしろいでしょう。
どうぞ、お楽しみに！

j日時11月23日（水・体）10:30～12:00

などやボランティア･NPOセンター第1研修室

地下鉄「伏見」下車6番出口より南へ徒歩6分
名古屋市中区栄1･23-13TEL(052)222･5781

j場所

①自然のものを何かひとつ（ある方のみで結構です）

②名札(NCS-Jまたは手作りのもの）

j持ち物

③マイカップ

④午後の25周年記念事業の講演会に

参加される方は、

軽食・飲み物の持参をどうぞb
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愛知県自然観察指導員連絡協議会
創立25周年記念事業
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アウトドアの安全講座
入場無料

11月23日(水｡柵午後1時~4時30分

などやﾗﾝﾃｨｱ･NPOｾﾝﾀー (伏見ﾗｲﾌプラザ12階）

名古屋市中匿鴬1-23-13（埴ド鉄{矯駅6番出口南、侭惨6分）

1部勤詞膿『自漁りなかの危険とどう向き合いつき筋か」
（肋日本自鯛職醐陰顧問柴田敏隆氏

◆プロフィール◆1929年神奈川尉競須賀市生まれ｡横須賀市|寧吻館学芸員、山階鳥類研究
所資料室長などを経て、現在側）日本自然保護協会顧問。日本のコンサーベイショニスト

の草分けとして、自然保護、環境保全、野生動物の保護子どもの自然体験の指導、自然観

察指導員の養成、自然保護・環境教育の指導などに携わる。環境庁長官表彰はじめ多くの賞
を受賞。『カラスの早起き､スズメの寝刎（新潮社)、『わんぱく原っぱ自然とあ･そ･ぼ』（小
学館）など著書多数，

螂バﾈﾙデｨｽｶｯｼｮﾝ

「あなたならどうする？野外の危険と安全」

スズメバチに遭遇してしまったら・・・、もし毒性の植物を誤って口にしてしまったら，

あってはならない「もし」がおきてしまったとき、何をどのようにするの力も

またそれらを未然に防ぐには、どのようなことに注意すればよいでしょう。

事例に学びながら、対処法・リスク回避法を一緒に考えてみましょう。

0

主催愛知県自然観察指導員連絡協議会

後援（財）日本自然保護協会愛知県 名古屋市

q鴬 ●正一
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久しぶりに他支部の観察会に参加して 尾張支部長山田博一

F可
al

私が指導員になりたての1990年に初めて他支部の観察会に参加しました。その時、東

三河や知多の素晴らしい自然だけでなく、その支部の指導員の暖かい人情にも引かれ、

いつしか会の活動のお手伝いをするようになりました。あれから15年経ってスタンプラ

リーという行事で、再び他支部の観察会に参加してみると、若い人の育っている支部・

手伝いスタッフの増えた支部、社会的に認められてきた支部など数多くの支部が、人と

共に成長して充実していました。その一方で、社会的に認知されたゆえに責任が重くな

り、自分の活動に手一杯で、他支部の活動に目を向け、参加するゆとりがなくなってき

ています。25周年を一つのきっかけにして、自然だけでなく指導員同士の互いの活動を

知り、交流を進め、旧交を深めるのも必要だと思います。

県協議会設立25周年を迎えて 名古屋支部長滝田久憲

私が指導員になって協議会に入会した10年前と、今では明らかに協議会の役割は変わ

ってきました。その頃は支部も含めて会員のスキルアップの機会が多々ありました。そ

こで育った会員は、社会の要請もあり、支部や地域での活動、行政との協働事業などで

活躍するようになりました。愛知県には、幸いにも海、山、川、里やまなどの多種多様

な自然とそこで暮らす人々のくらしがあります。後世に残すべきものが多々あります。

また、協議会には各地で様々な活動を行っている仲間も多くいます。こうした自然や人

に関わる情報をしっかり把握し、ネットワークを作るのがこれからの協議会の役割だと

考えます。但し、会員一人ひとりが機会を捉えて、様々な自然や人々と接することの意

味は今も変わっていません。

25周年を振り返って 知多支部長降幡光宏

会の基本理念は①自然に親しみ②自然に学び③自然を守るの三誓文(五誓文には足りな

い)以上を具現化するために自然観察会を実施することであると理解をしています。

＊みなさんは、どれにあた"､します力も ＊振り返って

①卿§有るので自然暦擦会を主伽勺にやっている人。 ①25年の縢9画gは､自鯛こ

②興味ｳ堵る力⑩まど気力§なく割り当てされればやっている人。 関する知識ｳｮ

③⑫それほど罰§なしから社交として園/じt食し溜璽こ出る人 わすうｳ向上した力y為

④興り勅靖り意見を言う力裟の自鰯潅臘に肘うしない人。 ②自鼻櫛〕僻目み力沙L分かつ
⑤鋤Wせ-ウミ他の会司司じような自鼻鰯総を封極'_ﾉている人。 た力車腱

⑥鋤IH士哉他咽体に鋤Uし､’瞬間得や付き合い『て】叺している人。③自獺調係の人間のつながり
⑦剛があり講習を受吠そ”'にと思いながら巍]pしない人。 が仕制哉力蝿
⑧與昧があり講習を受けたがたカミ気力藻らずI鋤pしない人。

＊でも、で聡綿ﾅるのは

①お金ｳ無くても遊一ﾐるかa②榔職了がなしから。

③価ご能力無,か昼④入るﾀﾐ職より園'るの力移くなった力撮後は自鼻勧塀きだｳｺら
●
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篭鶏蕊識…識轤蕊

●

25周年からの展望奥三河支部長村上和彦

おめでとうございます。意見！まず協議会の役員の決定の仕方を、全員の投票で行

い、選挙管理委員会を設けて立候補制とし、郵送の投票が良いと思います。選管より立

候補者の立候補原稿を投票用紙とともに会員へ郵送し、折り返し投票を返送してもらう。

費用はかかりますが、役員選出は、根本ですからやるべきと思います。

人材は豊富ですから、良い結果になると思います。けっして今の役員の方達が良くな

いといっているのではありません。決定方法の改善を提案しているものです。

なぜならば、私の見るところ、どうしても一部の人間の集まりで、個々の支部長はそ

れを否定する材料にされている感がいなめないからです。

協議会25周年によせて 東三河支部長梶野保光

愛知県自然観察指導員連絡協議会創立25周年、おめでとうございます。私たち東三河

支部(NPO法人東三河自然観察会）も来年、四半世紀の節目を迎えます。

愛知県東部をフィールドとする、私たちですが、山岳、里山、一級河川、外海、湾と

恵まれた自然環境を-'一分活かした活動を進めていきたいと考えていますので、皆様のご

指導をお願いいたします。

写真は、今年人気のプログラム「どんぐり工房」（左）と「アサギマダラのマーキング」（右）

支部活動がんばります西三河支部長三田孝

協議会創立25周年､おめでとうございます。西三河支部は少し遅れて1982年に｢西

三河の自然を知る会」として発足しました。当初は幡豆海岸、愛知こどもの国、矢作川、

小堤西池、真福寺、六所山、飯盛山など西三河全域で観察会が行われていました。活動

が低調な時期もありましたが2004年に「西三河自然観察会」と改名し組織の刷新をはか

りました。支部主催観察会を活動の柱とし、会員が主催する定例観察会や、会員研修会

なども行っています。会員数は約50人ですが、実働している会員は十数人です。より多

くの会員さんが活躍できるよう活動に工夫をこらす必要を感じています。協議会を通し

て他支部の活動に学びながら、支部活動を盛り上げていきたいと思います。

● ●
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塁顧録寄穂辱菫雪簔頚つ
● ●

更なる期待をこめて[ロートル壊古録J

顧問権田昭一郎
私が、当時の｢愛知県自然観察指導員講習会」に係わらせて頂いたのは、昭和55年10月に愛知県

農地林務部自然保護課と日本自然保護協会共催の形で､鳳来町の｢獄ﾛ県民の紺を会場として1泊2

日の日程で行なわれた本県第一回講習会でした。

講習会は、アウトドアの野外研修はわれわれ県側が、インドアの座学は夕食後保護協会の講師の皆
さんが分担して進められ､県側のスタッフは､小生の他､現在連絡協議会顧間の安藤尚､原田猪津夫、

池田芳雄の各氏で、立案計画推進一切を仕切られたのは本会の生みの親で、当時自然保護課で担当主

任の佐藤国彦氏でした。

第一回の受講者の皆さんは40人余で、どなたもがそれぞれの地元の代表的リーダーの方々で､今も
名簿の中に何人かのお名前を懐かしく拝見しています~6

アウトドアのスタイルについては、事前に何回となく佐藤氏との打合せを重ね、かなり綿密な実施

メニューを準備して本番に臨みました。そのスタイルはオリエンテーリングに似て、つまり、われわ

れ4人がそれぞれ研修テーマに即した素材の多いポイントに樹幾し、受講者が4組に別れて、時差別

に逐次ポイントを巡回し、各ポイントで所定の課題をクリヤーしては次へ進むようにしました。皆さ

んが真塾な姿勢で取り組んで頂いたこと、夜の座学も、識而との質疑応答が遅くまで続けられたこと
をよく覚えていますも

その後､第二回の講習会は昭和56年に犬山､第三回は昭和57年に鳳来町のやまびこの丘学童農園

第四回は翌58年､設楽町県民いこいの村と毎年連続して開催され､指導員の登録者の皆さんが県内全

域で自然環境保全活動のパイオニヤとして、更にはそれぞれの立場から地|或のリーダーとして活躍さ

れる端緒となった現実を懐かしくも誇らしく思っていますも

後日、私は愛知万博会場開発予定地、豊橋・渥美表浜のリゾート開発予定地、当時各地でブームを

もたらしたゴルフ場開発予定地などを始め、県内外の環境アセスメントに東奔西走の時期がありまし

たが、有り難いことに、行く先々に講習会での顔馴染みの皆さんがお見えになり、環境調査はもとよ

り、社会的にも地元の親分としての人望の篤い方々ばかりで、大変なお助けを頂いた当時のあれこれ

を今もよく覚えています6

隔月にお送り頂ける「協議会ニュース」から、中西会長を始め、役員会員各位、並びに歴代の役員

皆様方の不断のご研鎖ご努力で､年々発展充実を続けられる協議会の様子を伺いご同慶にたえませんb

会員数ひとつを見ても、平成9年のピーク時には451名を数えるなど、発足当初を思えば正に隔世

の感があり、また､牧野紀子さんの｢名前で行こうが?それとも？」。「嗅覚で識ること」などからも、

皆さんが地道な活動を続けられている様子に接し、一人ほくそ笑んだりしていま魂

私が経験的に思う指導者の必須条件は、不断の自己研鎭をベースの顔として、それに「この分野．私が経験的に思う指導者の必須条件は、不断の自己研鑛をべ

この地域のことなら」と言う「オンリーワン目玉」と片方には

「この人なら」と言う「信頼・魅力目玉」の両眼を配し、全面
に「和して動ぜず」の面榊えとが三位一体になって整うものの

ように思われますが、如何がでしょう力も

今、判交教育の現場では、総合的学習時間への対応に四苦八

苦していますし、愛・地球博の延長線上などにも、各所で斯道

の優れた指導者が求められています。量・質ともに比類のない

わがメンバーの任や重しと言わざるを得ません。世に「自然

云々」と名乗る趣味のグループは到る所に見受けられますが、

自ら「指導者」を関講する会は他に見当たりませんbその自負

こそがわが会の活力源だと思っていますbそこで私は、禅語の

一節「百尺竿頭一歩を進める」を会の座右に置かれることを提

言し、更なる積極的ご活躍を期待して止みませんb
●

6月17日・作手「向山湿原jにて収録
L』

－8－



電報告今
● ●

スタンプラリーを終えて
報告；観察会担当山田博一（尾張支部）

1．はじめに

まず、それぞれの観察会で長い間がんばってこられた方に敬意を表したいと思います6中に

は、本業に負けないくらい入れ込んでいる人もおられるのに驚かされました。

2．経過

スタンプラリーの初日の辮也漁港観察会では、地元の知多支部の多数の指導員と会長の中西

さん、名古屋の滝田さんと顔を合わせて気合いの入ったスタートとなった。しかし、2回目の

小堤西池、4回目の菟足神社5回目の定光寺では、地元の指導員は多いが他支部の指導員が

少なく、目的の一つである支部間交流はうまくいっていないことがわかった。中間幸皓で再度

呼びかけたが、東山公園、富具時港や猪高緑地でも同様でスタンプラリーの係と中西会長や滝

田さん吉田さんばかりが顔を合わせる事態になってしまった。

日時

第1回'5月8日（日）
第2回'5月14日(士）
第3回5月28日（士j

第4回6月5日（日）

第5回|6H,,日(土）
第6回7月16日（士）

第7回7月17日（日）

第8回'7月24日（日）
第9回8月21日（日）

第lmilOH1日（日）

合計

瓢
四
囲
四
囲
皿
歴
四
四
四
匝
圃二

3．反省点

①集合場所を指示していながらそこに誰も行かないのは、会の内部にとどまらず、社会的責任

の放棄となるので、細心の注意が必要である。また、集合場所は、知っている人と他の場所か

ら初めてやってくる者とはずいぶんとらえ加漣うので、公共交通閥對の駅にするべきである。

餅旨導員で自分のフィールドを持っている人は、県などの環境調査にかり出されたり、自分観

察会の下見、本番などで貴重な休日をつぶし、それにプラスαで参加するゆとりがなくなって

いる。さらに、決められた10ケ所の観察会の場所を、わずか5ケ月で回るのは現実的に厳し

い。私も、修学旅行の引率や部活動の試合などでどうしても参加できず、相当無理をして7ス

タンプにとどまり完投賞には手が届かなかった。

今後、スタンプラリーをやる場合、限定期間・限定場所にせず、1年間に他支部の観察会に

参加するだけでスタンプをもらえるようにするのも一つの方法だと思われる。

4．最後に

今回は、行事のバッティングや準備不足で成功しなかったが、スタンプラリーのような全県

的な支部間交流を、毎年定例化して、現実的な回数で、現地の観察会に参加して、情報の共有

を図るのも、愛知県自然観察指導員連絡協議会をまとめる一つの方法だと考えられる。
■ 一

】
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奉卜《蕊‐卜）
●

F可

L』

指導員講習会レポート
自然観察指導員講習会を実施しました。

平成17年10月8日（土）から10月10日（月）

に、岡崎市営国民宿舎桑谷山荘及びその周辺のフィ

ールドにおいて、自然観察指導員の養成を目的とし

た第374回NACS-J自然観察指導員講習会を（財）

日本自然保護協会と愛知県が共催し、愛知県自然観

察指導員連絡協識会はこれに協力しました。

■ﾉj野木三郎参与による講義

■伏見勝誰師による講義

●

報告：尾張支部西野友彦

1日目の野外実習では、スケッチを使用し、森を

遠くから見たり、近づいたり、森の中に入って見た

り感じたりしたことを通して自然のしくみやつなが

りなどを学びました。

2日目の野外実習では、樹冠投影図、階層構造断

面図を作成し、森の植物の現状を把握し、過去の状

況を知り、将来の森の状況を予測することや地形・

地質､又昆虫などの観察を通じてこの地域の自然環

境の特徴について理解を深めました。

また､NACS-Jの3名の講師により、五感を使う

ゲーム、自然のしくみ．つながりなどに注目した自

然観察のテーマ探しについて説明がありました。

3日目は、各受講者が自然観察指導員になったつ

もりで自然観察会のテーマを探し、その後、全員が

自然観察指導員のリーダーとなって、5分間のミニ

観察会を実施しました。

■志村誰師による野外実習

E、
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《‘紺〉ﾚポート
一
】●

1日目の識義では､NACS-Jの小野木ヨミ|惨与か

ら駄栖落を交えた自然観察会のねらいや意義につい

て、2日目は伏見勝講師による自然観察会を通じて

自然保護が図られた事例や自然観察会の準備・手順

など観察会の適切な進め方について講義が行われま

した。

今回の自然観察指導員講習会で、受講された60

名の方全員が新しく自然観察指導員に登録されまし

た。

■最終|ヨ野外指導実習の様子

愛知県自然観察指導員連絡協議会に加入のみなさんを紹介しますb

どうぞよろしくお願いしますb

■（）内は、所属支部

活躍に期待します！

井上智香子（東）宇都宮真輔（尾）天野節子（西）

棚§j幹雄（尾）

加藤哲夫（西）

木村真一郎（尾）

櫻井玲子（名）

富安卓也棟）

西野友彦（尾）

平松裕規（知）

Wll休宗孝（西）

的場紀子（名）

森田邦久（奥）

伊藤光宏（尾）

大I11鳥洋平（知）

鬼頭保（名）

倉地智晴（西）

白石雅彦（尾）

中島国輔（東）

長谷川とし子（名）

舩木麗子（名・西）

松尾隆志（東）

水谷宗保（西）

吉国知子（西）

刑部博（名）加藤修司（西）

／

紀藤昌仁（尾）鬼頭洋子（名）

黒江隆太（知）坂井田良男（名）

杉本利幸（名）田中美保子（名）

永田孝（知）名倉正志（西）

長谷j||紀男（名）久田直美（名）

堀田信二（西）牧本直喜棟）

松尾由佳（西）松山太（西）

三輪宣勝（尾）森須美子（尾）

吉田孝三椥）米澤勝之（名）

一
】●
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…ネダご轄密つ
● 一】

谷べろ誘惑、〃多感〃価ノ
知多支部村瀬由理

私は観察会に行くときには、必す篭を持って行きます。そこにはテーマにちなんだ図鑑を入れたり、楽
しいおやつを入れていきますが、そのうちに拾い道楽の私の龍には自然からの贈り物が増えて重くなっ

ていきますbそれは、木の実であったり落ち葉であったりしますが、自然を壊さないようにと気をつけ
て、「ちょっとだけね」と言いつつ、いただいてきます6

〃暦諺蕊形乙弛〃ご

いつの頃からでしょうか、つる植物を見るとつい

つい手が出てしまい、くるくると巻いてリースを作

ってしまいますb誰に教えていただいたのか、本で

見たのかなどはっきりした記憶もないのですが、手

が勝手に動いてしまいますb

蔓細工と言えば｢アケビ]。「アケビ］にあこがれ

る気持ちもありますが、なかなか見つけにくく取っ

てしまうことにも踊踏してしまいますし、生のまま

だとぺきぺきと折れてしまうので、さっとリースを

作るには少々難ありで式

ではどんな素材がいいかいうと､一番手頃な物は、

「クズ」の蔓でしょう。放置された土手や荒れた土

地によく生えていますも根茎が残っていれば、来年

もどんどん伸びるので、気遣いは少なくてすみます

ね｡次に扱いやすくて比較的手に入りやすい物は｢ア

オツヅラフジ｣と「ヘクソカヅラ」でしょう。「アオ

ツヅラフジ」は実は毒があるので要注意ですが、種

子がおもしろい形をしていて「アンモナイトが出て

くるよ」と子どもたちにも好評です。「ヘクソカヅ

ラ」は蔓とはいえ、あのにおいは残っているので、

苦手な方には、鼻つまみものですbでも、オレンジ

色の実を付けたままリースにしてしまうのもステキ

です6

何で諺織醗パて

いろいろな木の枝も拾ってみましょう。台風や大

風の吹いた次の日の公園や海岸に出かけていくと、

手頃な枝や流木が落ちていますも気に入った形の枝

をいくつか拾い、用意しておいた麻ひもで「こも〕

を作るように縛ってみましょう。壁掛けサイズから

コースターサイズまでお好みの大きさで自由に作り

ましょう。そこへ今までに拾い集めたもの、海岸で

拾った夏の思い出の貝殻たち、秋の野の山で見つけ

た不思議な形の木の実たちなどなどを並べておいて

みましょう。自然の中で見つけてきた宝物たちの個

性あふれる顔がみえきます。

●

園 素材：ヤブガラシ（リース土台）ナツツバキ

の花殼(下部中央の黒)・イヌノハナヒゲ(中

央の花）・クロベの球果（右下）

何石諺くつ列ﾅで

蔓をリースに、枝を壁掛けにと変身させるときに

必要なアイテムとして、用意するものは「接着剤」

ですも今までの経験から、安価になった「ホットボ

ンド」もしくは「グルーガン」が手に入りやすく使

いやすいでしょう。ただし、周到ﾇが必要なことと、

接着剤が出るところと接着剤が高温になるのでやけ

どに注意することを忘れずに。（最近は低温の｢ホッ

トボンド」も登場しています）また、ちょっとした

ショックに弱く、せっかくくっつけたものを自宅ま

で運ぶ間に壊れてしまうことも、ままありますもそ

の他いろいろな接着剤がありますので、各種使い比

べてみてください。まだまだ、自然からの贈り物を

楽しむアイデアはいろいろありまれ興味のある方

は知多自然観察会の10月以降の｢工作｣の文字のあ

るテーマの観察会にぜひお出かけ下さい。

どのリース葎の行く鮒。．

作品が完成したら、思いつくままに飾ってみまし

ょう。お家の中に自然の宝物の心地よいなどみ感を

味わうことができると思いますb多少挨がかかって

しまったリース達は､お庭に飾るのも良いでしょう。

思い切ってシルバーのスプレーをしてみると、また

違った雰囲気になり、クリスマスにぴったりですも

自分なりの楽しみ方を工夫してみてくださしも
●
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●

地域の自然を漁して

東三河支部牧野紀子

実のところ、私は、指導員の講習

を受けたのは10年前ですが、ここ

しばらく育児などの都合で指導員

としての活動は休止にならざるを

得ない状況が続いていました。よう

やく東三河と尾張（2支部所属）の

定例自然観察会を通して徐々に活

動を再開しつつあるといった所で

しょうか？

実家のある尾張と、今の住まいの

ある東三河とでは、そこの自然環境

にも違いが見られて興味深いとこ

ろです。また、指導員としてではあ

りませんが、自宅の植田町を散歩が

てら回ることで、身近な自然につい

て改めて気付かされたり、考えさせ

られたりすることが出来ました。こ

こでの観察もそれなりの年数にな

るので、一度何かのまとめなど、形

にできると良いな、と考えています。

自然界の生きものについて良く

識り、その付き合い方、関わりを学

ぶためには、遠くの自然へ出かける

よりも、自分の住む地域の自然につ

いてじっくり歩き回って観察する

ことが大事なことではないか、とい

う気がしています。勿論、地域の異

なる場所に出かける楽しさ、違いを

識ることも意義があることだとは

思います。それでも、継続して見続

け、生きものにどんなことが起こっ

ているのか、今置かれている自然の

状況とはどんなものかを学ぶこと
ができるのは、やはり自らの地域の

環境が一番ではないでしょうか？

●

－13－

醗察溌溌秘謹難

→

かつては植田町も、今よりもずっ

と豊かな自然が観られたことと思

います。植田のみではなく、豊橋の

昔の話しからは、今となってはすっ

かり希少となってしまったシラタ

マホシクサや、ナガバノイシモチソ

ウが、極普通に子どもの草遊びの材

料として使われるほど身近であっ

たことが伺えたと、9月に豊橋自然

史博物館で行われた自然史講座で、

学芸員の藤原さんよりお聴きする

ことが出来ました。

今住む地域の自然をどう残して

いくことができるのだろうか？何

を識ることが大事なのだろうか？

考えれば考えるほど色々課題のあ

るパズルみたいですが、どこまで私

は出来るのでしょうか？

地域の自然を考えていくことか

ら本当の自然保護が生まれてくる

のでしょうね。

各観察会の場で、訪れた人が地域
の自然について識り、大切にしたい

という気持ちが育つことを願って

います。そして自分はそのお手伝い

が出来ると良いな、と考えています。

拙い文章でどこまで伝わったの

か解らないのですが、協議会ニュー

スに投稿する機会を与えて頂き有

り難うございました。次の方の投稿

を楽しみにしております。協議会の

さらなる発展を願いつつ、わたし自

身も自然についての研鎖を摘んで

いくことが出来ればと思っていま

す。

牧野紀子さん、1年間連載ありがと

うございました。次回104号（新年

号）より、新たな会員による連載がス

タート予定です。お楽しみに。

一
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貴重な鉱物を産した青烏山

西三河支部岡田速

所在地’幡豆郡吉良町大字小山田

京都の東山をうたった句に「・・・寝たる

姿や東山」とあるが、青烏山はその姿が実に

良く似ているように思える。

この山は地元では｢青峯山｣と呼んでいる。

それは1987年､山上に寺院が建てられ､三重

県志摩の青峯山より御分身を勧請し青峯山大

善寺と名付けられたが､1921年大火に遇い南

山麓に籾蚤した。今でも土地の人はこの山を

「あおみねさん」と呼んでいる。

京都の東山連山に似た青鳥山

青鳥山は標高lOOm足らずのなだらかな山

であるが、地学的には有洛である。この山の

南半分は斑レイ岩、北は領家変成岩からなり

その織虫面には珍しい鉱物が見られる。

明治の頃に書力Ⅷた｢三河國鉱物産地案内」

石川盛章著に青烏山の鉱物について書力珈て

いる。これは「保定村より幡豆村に至る道を

行くこと数丁にして南方に小丘あり、俗に青

鳥山と称すbここは主に斑レイ岩よりなり、

所々に石刻脈､ペグマタイト脈あり、繍主石・

石榴石・電気石・白雲母・磁鉄鉱・青雲母・

石綿等産出する・・・」とある。また、愛知

県西尾市･III爵豆沼協歯物日誌(1958年岡本要八

郎著）によると、青鳥山から磁鉄鉱・褐

ロ

気石・白雲母・石綿・コルンブ石・モナズ石

等の貴重な鉱物の産出が言砺〔されている。

昭和51年12月10日愛知県環閲呆全地域に

指定されて環境保全に努めたが、ゴルフ場の

開発により露頭が失われて貴重な鉱物を見る

ことは出来なくなった。

地域内には､コナラ･ヤマモモ･ノダフジ・

クワ・チャ・ヒサカキ・ヤマザクラなどの木

本が生育している｡草本では､ヒヨドリバナ・

アキノタムラソウ･アキノノゲシ･ツワブキ・

ノコンギク・コマツヨイギサ・ヤマハシカの

ほか、スミレ・キランソウ・トウカイタンポ

ポなどの普通の植物が見られる。環境保全地

域内にも、マツムシソウ・センブリ・リンド

ウ・オミナエシなどが自生していたが、今は

残念ながら全く見られなくなった。

昆虫類ではアゲハの仲間が意外に多く、秋

にはアサギマダラの侭稚な姿が見られる。

自然環境保全地域を示す立標

青烏山の電気石

横山良哲著鉱物・化石ガイドより）
●一 －ウー－‐＝＝ー 一一
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理事会託録2005.10.30（日）2:30～6:00

於などやボランティア･NPOセンター集会室

中西正鬼頭弘松尾初石田晴子大谷敏和

近藤記巳子齋竹善行佐藤国彦堀田守

山田博一吉川洋行滝田久慾村上和彦

降幡光宏三田孝星野芳彦

議長中西正記録近藤記巳子

◆議題

0．報告：スタンプラリーを終えて

0．フオローアップ研修（来年11月開催予定）

125周年記念事業について

◆チラシ侯）について

誰でも参加しやすいように、入場無料の表示その他

文面を手直しの必要あり。→連絡（星野）

広網過当者（巾）は、至急印刷（グリーン色の用紙

で2,100枚）をして、各支部・県に郵送をする。

期日は11月3日までとする。（広報が大幅に遅れて

いるので、急ぐ必要あり｡）

◆当日の細案・タイムスケジュール及び担当者

9:30役員全員集合→垂れ幕.パネル・機材点

検など各種準備

10:15受付開始（大谷）

10:30新・指導員歓迎会＆交流会

歓迎挨拶（中西会長）

10:35「私の（自然の）コレクション」にまつわる

エピソードの紹介をしながら、自然への想いを語っ

てもらう。

例:世界のマツボックリ・漂着物コレクション等々・

10:55終了の挨拶（副会長？）

12:40受付開始（滝田及び名古屋支部会員）

13:00開演（司会：近藤）

主催者挨拶（中西会長）

スタンプラリーについて発表

13:10講師紹介（近藤）

基調講演喋田隆俊氏）資料はA41枚く

裏表使用＞送付先？星野

スライド操作(吉川）・証明（山田）・質疑

応答マイク（三田）

14:45～15:00价咽

15:00パネル・ディスカッション（進行：星野）

事例発表(各10効平井・鬼頭・梶野・

松尾→データーを事前に担当（吉川）

まで連絡

助言者傑田園質疑応答マイク（三田）

16:25閉会の挨拶（松尾）

16:30終了終了後は全員で撤収を行う

親睦会（堀田）：会場？会饗？

●
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篭蕊動毫錘壁つ…よ&I理事会織馴

2．来年度計画（大きな企画ものを日程とともに

検討各担当者は、次回までに来年度事業計

画・予算などを提出

3年会費についての検討

･郵送費・印刷費など経費節減の努力を重ねて

運営を行っている。

･会のルールに則って会計処理が行われ会計監

も行い、ガラス張り状態

･機関紙･研修･観察会など現状を維持し運営す

るためには、年会費の値下げは不可能。

4．その他

･ダンゴムシ・陸貝調査の締め切りを11月末と

するので、各支部に報告提出を依頼したい。

■自然観察指導員講習会に協力

10月8．9･10日の3日間にわたって、自然観

察指導員の養成を目的とした自然観察指導員講

習会が岡崎市の桑谷山荘及びその周辺のフィー

ルドを会場に開催されました。（詳細P9.10)

11月23日の25周年記念事業当日には､新指

導員歓迎会も行いますもさまざまな新会員との出

会い・交流を通して親交を深めましょう。

新指導員には、協議会・各支部での活躍を期

待したいですね。

■ML[自然観劉に登録を！

愛知県自然観察指導員連絡協議会では、会員の

齋竹善行さんがメーリングリスト[自然観調を

立ち上げ､みなさんの情報交換の場を提供してい

ただいていますb

生物暦を中心に、自然についてのさまざまな

情報提供・話題提供がされていますも

この秋、新たに協議会に加入された方、また

メールデピューをされた方、この機会に是非登録

をどうぞb希望の方は、齋竹さんの下記アドレ

スに連絡ください。

BZAO362"nifMne・ip

尚、このMLは協議会の活幽上を目的に、齋竹

さんが自主的に管理・運営されているものでず､

マナーを守って参加くださし％

■連絡先などの変更は早めに

転居･瘤囚などによる住所･氏名などの変更は

速やかに事務局までご連絡くださしも

（事務局：近藤）

r可
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行軍予定
25周年記念事業『アウトドアの安全購座」

企画･内容開催日時 場所

基調講演「自然のなかの危険とどうつきあうか」

（財）日本自然保護協会顧問柴田敏隆氏などやボランティア・

NPOセンター

第1会議室

(伏見ライフプラザ12階）

11月23日

（水･祝）
PM1:00～4:30

｢あなたならどうする？野外での危険と安全」

事例発表･ディスカッション等

各支部のパネル展示(会場ロビーにて）

同日

AM10:30～12:00 新指導員歓迎の研修会＆交流会同上

◆上記催事に参加希望の会員は、会場設定の都合がありますのでいずれも事前連絡をお願

いします。

連絡は、研修担当：大谷までTEL(0572)23･6907E-mail:kokokei@nifty.com

のI-IPは、「観察会等の情報満載！」です。

http://www006.upp・so-net.ne.jp/symbio21/

http://cecile.gr.jp/nagoya_sizen/indexhtm

http://www.japan-net.ne.jp/~chita-k/

http://www5c.biglobe.ne.jp/~kajino/

http://www.mita2y.net/nature/nishimikawa/indexhtml

◎各支部（5支部）

尾張支部HP

名古屋支部I-IP

知多支部I-IP

東三河支部HP

西三河支部HP

1

「 、 表紙絵：「しぜんを壊したらもったいないがね」
岩沙雅代

編集スタッフ：稲生和久岩沙雅代

近藤記巳子齋竹善行永田孝古川俊江
符川真弓松尾初横井邦子

編集後記

編集委員のひとり、稲生和

久さんが都合により、本号の

編集をもって降板すること

になりました。ありがとうご

ざいました。降幡知多支部長

と稲生さんの推薦により、永

田孝さん（知多支部）を編集

委員に迎えることができま

した。永田さんは、秋に加入

された新人さんで、多彩な趣

味を持ってみえます。おいお

いそん｡なお話しも聞くこと

ができるでしょう。協議会・

編集部に新風を吹き込んで

くださることと、期待してい

ます。どうぞよろしくお願い

します。（近藤）

◎みなさまのご意見．ご感想など原稿をお寄せ

ください。

尚､原稿は内容を変えない程度に加筆・修正す

ることがあります。あらかじめご了承下さい。

庇
囚
協議会ニュース編集部
〒445－0863

西尾市葵町44符川真弓

L ノ
曹

愛知県自然観察指導員連絡協議会事務局

〒457-0006愛知県名古屋市南区鳥栖2－6-17桜本町CH101

近藤記巳子Tel/FaxO52-822-7460
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愛知県自然観察指導員連絡協議会.機関誌(奇数月発行）協議会ニュース103号発行:平成17年11月1日


